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(57)【要約】
【課題】、通信インフラに依らず車両同士での直接的に
情報交換する方法で、車両の乗員にとって有用な情報を
取得して提示する。
【解決手段】各車両の車載情報提供装置１は、自車両が
走行した経路に関する走行関連情報を収集して記憶部１
２に保存する。そして、所定のタイミングで無線通信部
１１を用いて通信可能圏内の他車両との間で通信を確立
する。通信が確立した他車両との間で、記憶部１２に保
有する走行関連情報を当該他車両に送信すると共に、当
該他車両の車載情報提供装置１が保有する走行関連情報
を受信する情報交換を行う。情報交換により他車両から
受信した走行関連情報を提示対象として記憶部１２に保
存する。そして、記憶部１２に保存された他車両からの
提示対象の走行関連情報をディスプレイ２６に表示する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走行関連情報を記憶するための記憶手段と、
　自車両が走行した経路に関する走行関連情報を収集し、前記記憶手段に保存する情報収
集手段と、
　通信可能圏内に存在する自車両周辺の他車両との間で無線による直接通信をするための
通信手段と、
　前記通信手段を用いて通信可能圏内の他車両との間で通信を確立する通信確立手段と、
　前記通信確立手段により通信が確立した他車両との間で、前記記憶手段に保有する走行
関連情報を当該他車両に送信すると共に、当該他車両に搭載された車載情報提供装置が保
有する走行関連情報を受信する情報交換手段と、
　前記情報交換手段により他車両から受信した走行関連情報を提示対象として前記記憶手
段に保存する保存手段と、
　前記記憶手段に保存されている他車両からの提示対象の走行関連情報を運転者に対して
提示する情報提示手段と、
　を備えることを特徴とする車載情報提供装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の車載情報提供装置において、
　前記情報収集手段は、自車両が走行した経路における路面状態、気象状況、交通状況、
交通規制、催事の少なくとも何れかに関する情報であって、それらの事象に関する位置及
び時間の情報を含む情報を前記走行関連情報として保存すること
　を特徴とする車載情報提供装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の車載情報提供装置において、
　自車両が駐車しているか否かを判断する駐車判断手段を更に備え、
　前記駐車判断手段により自車両が駐車していると判断されたことを条件に、前記通信確
立手段は他車両との通信を確立して、前記情報交換手段は当該他車両との間で情報交換を
行うこと
　を特徴とする車載情報提供装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の車載情報提供装置において、
　運転席に人が乗車しているか否かを判断する乗車判断手段を更に備え、
　前記乗車判断手段により運転席に人が乗車していると判断されたことを条件に、前記情
報提示手段は、前記走行関連情報の提示を行うこと
　を特徴とする車載情報提供装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４の何れか１項に記載の車載情報提供装置において、
　前記情報交換手段により他車両から受信した走行関連情報の中から、自車両の走行の目
的や趣旨に適合した走行関連情報を選別する選別手段を更に備え、
　前記保存手段は、他車両から受信した前記走行関連情報の中から、前記選別手段により
選別された走行関連情報を提示対象として前記記憶手段に保存すること
　を特徴とする車載情報提供装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の車載情報提供装置において、
　前記選別手段は、他車両から受信した前記走行関連情報について、自車両の走行の目的
や趣旨に関する位置、時間、種別の少なくとも何れかの条件に基づいて選別を行うこと
　を特徴とする車載情報提供装置。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６の何れか１項に記載の車載情報提供装置において、
　前記情報提示手段により提示された前記走行関連情報を反映する動作を要求する指示を
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ユーザから受付ける受付手段と、
　前記受付手段により前記走行関連情報を反映する動作を要求する指示をユーザから受付
けたことを条件に、その走行関連情報で示される内容を自車両の今後の走行内容に反映し
た案内情報を提示する案内制御手段とを更に備えること
　を特徴とする車載情報提供装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の車載情報提供装置において、
　前記案内制御手段は、当該走行関連情報で示される通行障害の迂回又は催事への立寄り
のための経路案内、当該走行関連情報で示される特定の事象に関する対処方法の指示の少
なくとも何れかを前記案内情報として提示すること
　を特徴とする車載情報提供装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両同士の通信により情報を交換し、交換した情報を乗員に提示する車載情
報提供装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車等の車両で知らない場所をドライブしているときに、目的地への先の道のりにお
いて、凍結や積雪等の路面状況や、渋滞や通行止め等の交通状況、その地域の催事等に関
する情報を予め知っておけば運転の役に立つような場面が多々ある。
【０００３】
　従来、車両において乗員に提供する情報を取得する方法として、無線基地局や公衆通信
網等を利用する移動体通信システム（例えば、３Ｇ等）による無線通信によるデータ通信
を行うものが知られている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１６６８３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、無線基地局や公衆通信網等の通信インフラを利用する移動体通信システ
ムによる情報交換では、情報の取得のために所定の通信費用がかかるため積極的な利用の
妨げになることや、通信インフラの整備されていない山間地等の僻地では通信を行えず、
情報の取得ができないといった問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記問題を解決するためになされており、通信インフラに依らず車両同士で
の直接的に情報交換する方法で、車両の乗員にとって有用な情報を取得して提示するため
の技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明の車載情報提供装置は、情報収集手段と、通
信手段と、通信確立手段と、情報交換手段と、保存手段と、情報提示手段とを備えること
を特徴とする。
【０００８】
　情報収集手段は、自車両が走行した経路に関する走行関連情報を収集し、記憶手段に保
存する。通信手段は、通信可能圏内に存在する自車両周辺の他車両との間で無線による直
接通信をするためのものである。通信確立手段は、通信手段を用いて通信可能圏内の他車
両との間で通信を確立する。情報交換手段は、通信確立手段により通信が確立した他車両
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との間で、記憶手段に保有する走行関連情報を当該他車両に送信すると共に、当該他車両
に搭載された車載情報提供装置が保有する走行関連情報を受信する。保存手段は、情報交
換手段により他車両から受信した走行関連情報を提示対象として記憶手段に保存する。情
報提示手段は、記憶手段に保存されている他車両からの提示対象の走行関連情報を運転者
に対して提示する。
【０００９】
　このような構成によれば、本発明の車載情報提供装置を複数の車両が搭載することで、
直接通信が可能な範囲に存在する車両同士で車車間通信を行い、それぞれの車両が収集し
た情報を交換することができる。また、本発明の車載情報提供装置を搭載した車両が、次
々に異なる車両との間で情報交換を行うことで、バケツリレー的に情報が順次伝達され、
多数の車両間で走行関連情報を共有できる。例えば、自車両と情報交換を行う周辺車両が
、自車両がこれから走行する地域で収集した走行関連情報を持っていたとすれば、その周
辺車両とので入手した走行関連情報を運転者に対して提示することで、運転者は自車両が
走行していない地域の状況を知ることができる。また、情報交換は車車間による直接通信
で行われるため、公衆通信網等の通信インフラを必要としない点で、通信インフラの整備
されていない地域での利用や通信費の面で有利である。
【００１０】
　ところで、情報収集手段が収集する走行関連情報としては、請求項２に記載のように、
車両が走行した経路における路面状態、気象状況、交通状況、交通規制、催事の少なくと
も何れかに関する情報であって、それらの事象に関する位置及び時間の情報を含む情報と
することが考えられる。これらの情報は、自車両に搭載された各種センサ・機器類の作動
状況や、情報提供用の路側装置等の通信インフラ等との通信により取得することができる
。このような走行関連情報を、別々の場所を走行してきた車両同時で交換することで、運
転者の知らない場所の状況を運転者が知ることができ、運転の役に立てることができる。
【００１１】
　ところで、車車間通信により情報交換を行う条件としては、請求項３に記載のように、
自車両が駐車していると判断されたことを条件に、通信確立手段により他車両との通信を
確立して、情報交換手段により当該他車両との間で情報交換を行うようにすることが考え
られる。これは、駐車場やサービスエリア、ドライブイン等に車両を駐車している間に、
同じく駐車している周辺車両との間で情報交換を行うといった運用を想定したものである
。このようにすることで、駐車している間に車両が周辺車両との情報交換により収集した
情報を、運転再開後に役立てることができる。
【００１２】
　そこで、駐車中に周辺車両との情報交換により入手した情報を運転者に提示する条件と
しては、請求項４に記載のように、運転席に人が乗車していると判断されたことを条件に
、情報提示手段により走行関連情報の提示を行うようにすることが考えられる。このよう
にすることで、駐車中に用事や休憩のために車両を不在にしていた運転者が運転再開のた
めに運転席に戻ったタイミングで、駐車中に入手しておいた新着の走行関連情報を提示す
ることができる。
【００１３】
　ところで、周辺車両との情報交換により入手した走行関連情報は、自車両の走行の目的
や趣旨（何処へ行くのか、何をしにいくのか）に合致した、運転者にとって有用な情報に
絞って運転者に提示することが望ましい。そこで、請求項５に記載のように、情報交換手
段により他車両から受信した走行関連情報の中から、自車両の走行の目的や趣旨に適合し
た走行関連情報を選別する選別手段を更に備え、保存手段は、他車両から受信した走行関
連情報の中から、選別手段により選別された走行関連情報を提示対象として記憶手段に保
存するように構成することが考えられる。
【００１４】
　また、走行関連情報を選別する方法としては、請求項６に記載のように、自車両の走行
の目的や趣旨に関する位置、時間、種別の少なくとも何れかの条件に基づいて選別を行う
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ように構成することが考えられる。このようにすることで、例えば、自車両の目的地まで
の経路周辺に関するリアルタイムの情報に絞って運転者に提示することができる。
【００１５】
　つぎに、請求項７に記載の車載情報提供装置は、以下の特徴を有する。すなわち、受付
手段は、情報提示手段により提示された走行関連情報を反映する動作を要求する指示をユ
ーザから受付ける。案内制御手段は、受付手段により走行関連情報を反映する動作を要求
する指示をユーザから受付けたことを条件に、その走行関連情報で示される内容を自車両
の今後の走行内容に反映した案内情報を提示する。このようにすることで、周辺車両との
情報交換により入手した走行関連情報の提示だけでなく、提示した走行関連情報に基づく
運転者に対する支援を行うことができる。
【００１６】
　具体的には、請求項８に記載のように、案内制御手段は、当該走行関連情報で示される
通行障害の迂回又は催事への立寄りのための経路案内、当該走行関連情報で示される特定
の事象に関する対処方法の指示の少なくとも何れかを案内情報として提示するように構成
することが考えられる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施形態の車載情報提供装置の概略構成を示すブロック図。
【図２】情報交換処理の手順を示すフローチャート。
【図３】情報分類処理の手順を示すフローチャート。
【図４】情報提示処理の手順を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。なお、本発明は下記の実施形態
に何ら限定されるものではなく様々な態様にて実施することが可能である。
　［車載情報提供装置の構成］
　実施形態の車載情報提供装置１は、図１に示すように、複数の車両にそれぞれ搭載され
て用いられ、無線による直接通信により車両間で情報交換できるように構成されている。
車載情報提供装置１は、制御部１０、無線通信部１１、記憶部１２、カメラ制御部１３、
車内ＬＡＮ通信部１４、及び、ディスプレイ制御部１５を備える。
【００１９】
　また、車載情報提供装置１には、カメラ２１、ナビゲーション装置２２、バックモニタ
２３、ボデーＥＣＵ２４、車両安定制御システム（ＶＳＣ：Vehicle Stability Control
）２５、ディスプレイ２６等の各種車載機器が接続されている。
【００２０】
　制御部１０は、図示しないＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ、入出力インタフェース等を備えた
周知の情報処理装置で構成され、車載情報提供装置１の各部を統括制御する。
　無線通信部１１は、自車両近辺の周辺車両との間で行う車車間通信や、路側通信設備と
の間で行う路車間通信のための無線通信装置である。なお、車車間通信は、例えば、無線
ＬＡＮの動作モードの一つであるアドホックモードにより、無線ＬＡＮアクセスポイント
を介さずに車両に搭載された車載情報提供装置１同士による一対一の直接通信を行うもの
を想定している。車車間通信に無線ＬＡＮを採用することで、自車両から数十ｍ～数百ｍ
の比較的近距離の通信可能圏内に存在する周辺車両に限定して情報交換を行うことができ
る。
【００２１】
　記憶部１２は、走行時に自車両において収集された走行関連情報、及び、駐車中に周辺
車両との情報交換により取得された走行関連情報を記憶するための記憶装置（メモリ）で
ある。記憶部１２には、自車両において収集された走行関連情報と周辺車両から入手した
提示対象の走行関連情報とが別個に保存されている。そして、それぞれの走行関連情報は
、規定件数分のデータが格納順に保存されており、この規定件数を超過する分の走行関連
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情報については、新しいデータが格納される度に古いものから順次消去されるようになっ
ている。
【００２２】
　カメラ制御部１３は、車両に搭載されたカメラ２１により撮像された自車両周辺の路面
状況や車両等の画像データを制御部１０に入力する制御装置である。また、カメラ２１に
より撮像された画像の一部は自車両の走行関連情報として記憶部１２に保存される。車内
ＬＡＮ通信部１４は、車内に敷設された通信ネットワーク（例えば、ＣＡＮ：Controller
 Area Network）を通じて、車両に搭載された各種機器２２～２５との間で情報通信を行
うための通信インタフェースである。ディスプレイ制御部１５は、制御部１０や記憶部１
２からのデータに基づきディスプレイ２６に各種画像を表示させる表示制御装置である。
【００２３】
　ナビゲーション装置２２は、地図記憶媒体に格納された地図データに基づいて地図上の
現在地表示や目的地までの経路案内を行う周知の情報処理装置である。本実施形態では、
自車両の現在地を示す情報や、走行履歴に関する情報、目的地までの経路に関する情報、
目的地のジャンル（例えば、レジャー、ショッピング、スポーツ等）に関する情報等を、
車内ネットワークを通じて車載情報提供装置１に提供するように構成されている。
【００２４】
　バックモニタ２３は、車体後部に設けられたカメラにより撮像した自車両後方の映像を
ディスプレイに表示することで、後退運転時の視界を補助する周知の電子機器である。本
実施形態では、自車両がスリップやＵターンしたとき等の特定の状況下において撮像した
自車両の後方映像を、自車両の走行関連情報として保存するために車載情報提供装置１に
提供するように構成されている。
【００２５】
　ボデーＥＣＵ２４は、車両のボデー周りの電装機器を統括制御するための電子制御ユニ
ットである。本実施形態では、ワイパや雨滴センサ、日射センサ、ドア、キー、着座セン
サ、灯火類、メータ類、ブレーキ等の各種機器の作動情報を車載情報提供装置１に提供す
るように構成されている。
【００２６】
　車両安定制御システム（ＶＳＣ）２５は、降雨や凍結、積雪等により滑りやすい路面で
のコーナリング中等に発生する車両の横滑りを検知し、各車輪のブレーキやエンジン出力
を自動的に制御することで、不安定な挙動を抑制する電子制御装置である。本実施形態で
は、車両の横滑りを検知したときの作動状況に関する情報を車載情報提供装置１に提供す
るように構成されている。
【００２７】
　ディスプレイ２６は、液晶ディスプレイ等の表示面を有する表示装置であり、ディスプ
レイ制御部１５からの映像信号の入力に応じて各種画像を表示可能である。本実施形態で
は、自車両の運転者に提供するための走行関連情報や、運転者に対する各種案内メッセー
ジ等が表示される。また、ディスプレイ２６の表示面上に、ユーザの操作を受付けるタッ
チパネル等のポインティングデバイスを設けてもよい。
【００２８】
　［走行関連情報の収集］
　自車両が走行中に収集して記憶部１２に保存する走行関連情報の具体的内容について説
明する。
【００２９】
　例えば、路面の凍結等を推定できる情報として、走行中における車両安定制御システム
（ＶＳＣ）２５の作動状況に基づき、スリップを検知した位置（座標、道路名等）及び時
刻を記録した「スリップ検知情報」を、自車両の走行関連情報として記憶部１２に保存す
る。さらに、スリップが検知されたときに、カメラ２１やバックモニタ２３により路面状
況を撮像した画像をスリップ検知情報に付加してもよい。
【００３０】
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　また、天候を推定できる情報として、雨滴センサやワイパ、日射センサ等の作動状況に
より特定の天候条件を検知したときに、その天候条件を検知した位置（座標、道路名等）
及び時刻を記録した「天候情報」を、自車両の走行関連情報として記憶部１２に保存する
。さらに、特定の天候条件が検知されたときに、カメラ２１やバックモニタ２３により路
面状況を撮像した画像を天候情報に付加してもよい。
【００３１】
　また、通行止め等の交通規制や、渋滞等の交通状況を推定できる情報として、自車両の
道路上での停止や微速走行の頻度、Ｕターンの実施等により、通行止めや渋滞が推定され
る特定の交通条件のときに、その交通条件を検知した位置（座標、道路名等）及び時刻を
記録した「交通情報」を、自車両の走行関連情報として記憶部１２に保存する。さらに、
渋滞のときの自車両前方の交通状況や、Ｕターンをしたときの自車両後方の交通状況をカ
メラ２１やバックモニタ２３により撮像した画像を交通状況に付加してもよい。
【００３２】
　また、自車両が走行した経路周辺の催事や娯楽に関する情報として、自車両が観光地や
立寄り地点を経由した際に無線通信部１１による路車間通信で収集した「催事情報」を、
自車両の走行関連情報として記憶部１２に保存する。この催事情報には、例えば、場所、
日時、催事の種別（ジャンル）等に関する情報が含まれる。
【００３３】
　上述のような各種の走行関連情報は、取得される都度、自車両により取集された走行関
連情報に分類されて記憶部１２に保存される。記憶部１２には、自車両により取集された
走行関連情報として規定件数分のデータが保存可能であり、この規定件数を超過する分の
走行関連情報については古いものから順次消去される。
【００３４】
　［情報交換処理の説明］
　つぎに、制御部１０が実行する情報交換処理の手順について、図２のフローチャートを
参照しながら説明する。この処理は、車載情報提供装置１の起動中において所定間隔（例
えば、１０秒間隔）で実行される。
【００３５】
　制御部１０は、処理を開始すると、車内ＬＡＮ通信部１４を通じて各車載機器から車両
情報を取得する（Ｓ１０１）。ここで取得する車両情報とは、自車両が駐車中であるか否
かの判断材料となる情報である。具体的には、車速、エンジンやモータのメインスイッチ
（ＩＧ）のＯＮ／ＯＦＦ状態、パーキングブレーキの操作状態、カーテシスイッチ信号に
基づくドアの開閉状態、運転席の着座センサの検知状態等に関する情報が例示される。
【００３６】
　つぎに、Ｓ１０１で取得した車両情報に基づいて、自車両が駐車中であるか否かを判断
する（Ｓ１０２）。ここでは、車速＝０、メインスイッチ＝ＯＦＦ、及びパーキングブレ
ーキ＝ＯＮの条件により、車両が駐車中であると判断することが考えられる。さらに、前
記の条件に加え、運転席の着座センサにおける非検知や、運転席側のドアの開閉を検知し
たことを根拠とする運転者の不在を駐車の要件に含むような構成であってもよい。自車両
が駐車中である場合（Ｓ１０２：ＹＥＳ）、Ｓ１０３に進む。一方、自車両が駐車中でな
い場合（Ｓ１０２：ＮＯ）、本処理を終了する。
【００３７】
　自車両が駐車中である場合に進むＳ１０３では、無線通信部１１による無線ＬＡＮのア
ドホックモードで通信を起動し、通信可能圏内にいる周辺車両に搭載された車載情報提供
装置１との間で１対１の直接通信を確立する。そして、周辺車両との通信が確立したら、
自車両が記憶部１２に保有する走行関連情報を通信相手の車両に送信すると共に、通信相
手の車両が保有する走行関連情報を受信して情報交換を行う（Ｓ１０４）。ここで交換さ
れる走行関連情報は、上述の「スリップ検知情報」、「天候情報」、「交通情報」、「催
事情報」等である。
【００３８】
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　ここで、通信相手の車両に送信する走行関連情報は、自車両において自ら収集して記憶
部１２に保存した走行関連情報だけでなく、既に他の周辺車両との情報交換により入手し
て記憶部１２に保存した走行関連情報も含まれる。また、このときに通信相手の車両から
受信する走行関連情報についても、その車両が自ら収集した走行関連情報もあれば、他の
周辺車両から情報交換により入手した走行関連情報も含まれる。
【００３９】
　また、周辺車両との通信が確立した後、走行関連情報を交換する事前に、まず、双方が
通ってきた経路を示す走行履歴の情報を交換し、通信相手の車両が今後進む予定の経路方
面から来た車両であることを特定できたことを条件に、情報交換を行うように構成しても
よい。
【００４０】
　［情報分類処理の説明］
　つぎに、制御部１０が実行する情報分類処理の手順について、図３のフローチャートを
参照しながら説明する。この処理は、上述の情報交換処理と連動して実行される処理であ
り、情報交換処理において周辺車両から入手した走行関連情報を整理して保存する処理を
行う。
【００４１】
　制御部１０は、処理を開始すると、車車間通信により周辺車両から受信した走行関連情
報を、位置（経路、方向）、時間、ジャンル（スリップ、天候、交通、催事）といった内
容別に分類する（Ｓ２０１）。そして、内容別に分類した走行関連情報の中から、自車両
の走行の目的や趣旨に対応した関連情報として選別される情報が存在するか否かを判定す
る（Ｓ２０２）。周辺車両から受信した走行関連情報の中に自車両の関連情報として選別
された情報がある場合（Ｓ２０２：ＹＥＳ）、Ｓ２０３に進む。一方、自車両の関連情報
に該当する情報がない場合（Ｓ２０２：ＮＯ）、本処理を終了する。
【００４２】
　具体的には、受信した走行関連情報に含まれる位置情報が、自車両がこれから走行する
経路（ナビゲーション装置による目的地までの誘導経路）周辺のものであって、しかも、
その走行関連情報に含まれる時刻や日程の情報が、有効期間内であるものを関連情報とし
て選別することが考えられる。走行関連情報の有効期間としては、走行関連情報の種類に
応じて例えば数時間から数日間とすることが考えられる。また、催事や娯楽に関する走行
関連情報の場合、自車両の目的地や趣旨に合致したものを関連情報として選別することが
考えられる。例えば、ゴルフ場が目的地であれば、ゴルフに関する情報、目的地がスキー
場であれば、スキーに関する情報を選別するといった具合である。あるいは、ユーザが事
前に指定した特定のジャンルに該当する走行関連情報を、関連情報として選別するように
構成してもよい。
【００４３】
　周辺車両から受信した走行関連情報の中に自車両の関連情報として選別された情報があ
る場合に進むＳ２０３では、選別された関連情報を、運転者への提示対象の走行関連情報
として記憶部１２に保存する。ここでは、提示対象の走行関連情報を、自車両が自ら収集
した走行関連情報とは別個の分類として保存する。
【００４４】
　なお、周辺車両から受信した走行関連情報のうち選別外となった情報については、全て
破棄することが考えられる。あるいは、ジャンルによっては、破棄する以外に、運転者へ
の提示対象の走行関連情報とは区別して記憶部１２に保存することも考えられる。このよ
うにすることで、たとえ運転者への提示対象とならなくても、後で別の周辺車両との情報
交換をしたときに、その通信相手の車両に提供することができる。例えば、スリップ情報
や、天候情報、交通情報等の走行安全に関する走行関連情報については、選別外のもので
も保存の対象とすることで、安全走行に役立つ情報をより多くの車両に伝達できる。
【００４５】
　［情報提示処理の説明］
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　つぎに、制御部１０が実行する情報提示処理の手順について、図４のフローチャートを
参照しながら説明する。この処理は、上述の情報分類処理により走行関連情報を保存した
後に実行される処理である。
【００４６】
　制御部１０は、処理を開始すると、車内ＬＡＮ通信部１４を通じて各車載機器から車両
情報を取得する（Ｓ３０１）。ここで取得する車両情報とは、運転席に乗員（すなわち、
運転者）が乗車したことを判断するための情報である。具体的には、ドアの開錠操作の有
無、カーテシスイッチ信号に基づくドアの開閉状態、運転席の着座センサの検知状態等に
関する情報が例示される。
【００４７】
　つぎに、Ｓ３０１で取得した車両情報に基づいて、運転者が乗車したか否かを判断する
（Ｓ３０２）。ここでは、ドアの開錠操作や、運転席側のドアの開閉、運転席の着座状態
を検知したことを、運転者が乗車したと判断する要件とすることが考えられる。運転者が
乗車した場合、（Ｓ３０２：ＹＥＳ）、Ｓ３０３に進む。一方、運転者が乗車していない
場合（Ｓ３０２：ＮＯ）、本処理を終了する。
【００４８】
　運転者が乗車した場合に進むＳ３０３では、今回新たに取得した提示対象の走行関連情
報を記憶部１２から読出し、その内容をディスプレイ２６に表示する。このとき、走行関
連情報に画像データが含まれている場合には、その画像も併せて表示する。また、表示さ
れた走行関連情報に関する所定の指示操作をディスプレイ２６のタッチパネルで受付け可
能に設定する。
【００４９】
　つぎに、Ｓ３０３で表示した走行関連情報の走行計画への反映を要求する指示をユーザ
から受付けたか否かを判定する（Ｓ３０４）。ユーザからの反映要求指示は、ディスプレ
イ２６のタッチパネルや車両のコンソール等に設けられた操作部（図示なし）を通じて受
付ける。例えば、ディスプレイ２６に表示された走行関連情報の一覧から、ユーザが反映
を必要とするものを個別に選択するように構成することが考えられる。ユーザから反映要
求指示を受付けた場合（Ｓ３０４：ＹＥＳ）、Ｓ３０５に進む。一方、ユーザから反映要
求指示を受付けずに、情報提示処理を終了する旨の指示を受付けた場合（Ｓ３０４：ＮＯ
）、本処理を終了する。
【００５０】
　ユーザから反映要求指示を受付けた場合に進むＳ３０５では、指定された走行関連情報
を走行計画に反映した案内処理を実行する。具体的には、スリップ情報や天候情報に関す
る走行関連情報については、これから当該場所を走行するときに、注意喚起のメッセージ
を報知することが考えられる。また、凍結や積雪のある路面を走行するために必要な準備
（例えば、装備品の確認）を促すメッセージを事前に報知することが考えられる。また、
ナビゲーション装置２２と連携して当該位置をシンボルマーク等で地図上に表示してもよ
い。
【００５１】
　また、目的地までの経路上にある渋滞や通行止めに関する走行関連情報については、ナ
ビゲーション装置２２と連携して当該位置を迂回する経路を探索して迂回案内をしたり、
当該位置をシンボルマーク等で地図上に表示することが考えられる。また、催事や娯楽に
関する走行関連情報については、ナビゲーション装置２２と連携して当該位置に立寄る経
路を探索して立寄り案内をしたり、当該位置をシンボルマーク等で地図上に表示すること
が考えられる。
【００５２】
　［効果］
　実施形態の車載情報提供装置１によれば、以下のような効果を奏する。
　車載情報提供装置１搭載する複数の車両同士で車車間通信を行い、それぞれの車両が収
集した走行関連情報を交換することができる。また、それらの車両が、次々に異なる車両
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走行関連情報を共有できる。自車両と情報交換を行う周辺車両が、自車両がこれから走行
する地域で収集した走行関連情報を持っていれば、入手した走行関連情報を運転者に対し
て提示することで、運転者は自車両が走行していない地域の状況を知ることができる。
【００５３】
　また、情報交換は、例えば無線ＬＡＮのアドホックモードの直接通信で行われるため、
公衆通信網等の通信インフラを必要としない点で、通信インフラの整備されていない地域
での利用や通信費の面で有利である。
【００５４】
　車両が駐車していることを条件に、周辺車両との情報交換を行うように構成したことで
、例えば、駐車場やサービスエリア、ドライブイン等に車両を駐車している間に、同じく
駐車している周辺車両との間で情報交換を行うといった運用することができる。そして、
駐車中に用事や休憩のために車両を不在にしていた運転者が運転再開のために乗車したタ
イミングで、駐車中に入手しておいた新着の走行関連情報を提示することができる。
【００５５】
　周辺車両との情報交換により入手した走行関連情報の中から、自車両の走行の目的や趣
旨に適合するもののみ選別して、提示対象として保存することができる。このようにする
ことで、運転者にとって有用な情報（例えば、自車両の目的地までの経路周辺に関するリ
アルタイムの情報）に絞って運転者に提示できる。
【００５６】
　周辺車両との情報交換により入手した走行関連情報を提示した際、ユーザからの反映要
求指示を受付けて、その走行関連情報をナビゲーション装置２２の経路案内等に反映する
ことで、提示した走行関連情報に基づく運転支援を行うことができる。
【００５７】
　［特許請求の範囲に記載の構成との対応］
　実施形態の車載情報提供装置１と、特許請求の範囲に記載の構成との対応は次のとおり
である。制御部１０が、通信確立手段、情報交換手段、保存手段、駐車判断手段、乗車判
断手段、選別手段、受付手段、及び、案内制御手段に相当する。また、無線通信部１１が
通信手段に相当する。また、記憶部１２が記憶手段に相当する。また、制御部１０、無線
通信部１１、カメラ制御部１３、及び、車内ＬＡＮ通信部１４が、情報収集手段に相当す
る。また、制御部１０及びディスプレイ制御部１５が、情報提示手段に相当する。
【符号の説明】
【００５８】
　１…車載情報提供装置、１０…制御部、１１…無線通信部、１２…記憶部、１３…カメ
ラ制御部、１４…車内ＬＡＮ通信部、１５…ディスプレイ制御部、２１…カメラ、２２…
ナビゲーション装置、２３…バックモニタ、２４…ボデーＥＣＵ、２５…車両安定制御シ
ステム（ＶＳＣ）、２６…ディスプレイ。
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